
『
成
唯
識
論
述
記
』
訳
注

（
一
）

曾
根

正
人
（
執
筆
責
任
者
）

松
原

光
法

八
重
樫

直
比
古

は
じ
め
に

本
稿
は
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
二
十
巻
（
以
下
『
述
記
』
と
略
称
）
の
訳
注
の
第
一
回
で
あ
る
。
当
訳
注
は
、
岡
山
で
行
わ
れ
て
い
る

『
成
唯
識
論
』『
成
唯
識
論
述
記
』
講
読
研
究
会
の
成
果
を
土
台
と
し
て
い
る
。
こ
の
会
は
、
仏
教
大
系
本
『
成
唯
識
論
』
四
巻
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
、『
成
唯
識
論
』
と
そ
の
注
疏
『
述
記
』
を
読
解
す
る
研
究
会
で
あ
る
。
読
解
は
、『
述
記
』
の
引
用
典
籍
の
ほ
か
、
基
『
成
唯

識
論
掌
中
枢
要
』
（
以
下
『
枢
要
』
と
略
称
）
、
慧
沼
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
（
以
下
『
義
灯
』
と
略
称
）
、
智
周
『
成
唯
識
論
演
秘
』
（
以

下
『
演
秘
』
と
略
称
）
と
い
っ
た
他
の
『
成
唯
識
論
』
注
疏
も
参
照
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
当
訳
注
は
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
世
に
問
う

て
、
中
国
・
日
本
仏
教
史
研
究
に
お
け
る
唯
識
仏
教
理
解
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
研
究
会
に
お
け
る
読
解
は
、

松
原
・
八
重
樫
・
曾
根
の
合
議
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
の
執
筆
は
曾
根
が
単
独
で
行
い
、
文
責
も
曾
根
が
負
う
が
、
内
容
は

基
本
的
に
合
議
の
結
果
で
あ
る
。
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本
文
読
解
の
前
に
、『
述
記
』
の
内
容
に
つ
い
て
略
説
し
て
お
き
た
い
。『
述
記
』
は
、
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
訳
『
成
唯
識
論
』

十
巻
の
注
釈
で
あ
る
。
著
者
は
、
唐
代
の
法
相
宗
開
祖
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
不
明
だ
が
、
玄
奘
に

よ
る
『
成
唯
識
論
』
訳
出
は
六
五
一
年
末
で
あ
り
、
基
が
没
す
る
ま
で
に
三
〇
年
近
い
期
間
が
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
間
に
現
存
の
形
で

完
成
し
た
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
内
容
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
章
や
段
落
に
よ
っ
て
論
理
の
緻
密
さ
や
文
章
の
書
き
方
が

区
々
で
あ
る
等
の
不
統
一
が
か
な
り
出
て
来
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
す
る
と
、
現
存
の
形
は
未
完
成
稿
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

注
釈
対
象
で
あ
る
『
成
唯
識
論
』
は
、
イ
ン
ド
の
世
親
（
ヴ
ァ
ス
ヴ
ァ
ン
ド
ゥ
）
が
五
世
紀
頃
に
、
自
ら
の
唯
識
思
想
の
精
髄
を
三
〇

の
偈
頌
を
も
っ
て
ま
と
め
た
『
唯
識
三
十
論
頌
』
一
巻
の
注
釈
書
で
あ
る
。
た
だ
玄
奘
訳
と
は
言
わ
れ
る
が
、
『
成
唯
識
論
』
は
一
冊
の

原
本
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
。『
唯
識
三
十
論
頌
』
の
注
釈
を
作
っ
た
一
〇
人
の
学
匠
（「
唯
識
十
大
論
師
」
＝
護
法
・
徳

慧
・
安
慧
・
親
勝
・
難
陀
・
浄
月
・
火
弁
・
勝
友
・
最
勝
子
・
智
月
）
の
所
説
を
、
護
法
（
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ
）
説
を
正
義
と
す
る
立
場
で

対
照
・
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
、
揉
訳
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
護
法
を
正
義
と
す
る
立
脚
点
な
ど
玄
奘
の
理
解
が
相
当
反
映
さ
れ
て
い

る
点
か
ら
す
れ
ば
、
著
作
と
も
見
な
し
得
る
論
書
で
あ
る
。

こ
の
『
成
唯
識
論
』
訳
出
に
つ
い
て
、『
述
記
』
の
補
足
ノ
ー
ト
的
著
作
で
あ
る
『
枢
要
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

初
功
之
際
、
十
釋
別
翻
。（
中
略
）
數
朝
之
後
、
基
求
退
迹
。
大
師
固
問
。
基
慇
懃
曰
、（
中
略
）
請
。
錯
綜
群
言
、
以
爲
一
本
。
揩

定
眞
謬
、
權
衡
盛
則
。
久
而
遂
許
。
故
得
此
論
行
。

（
大
正
蔵
第
四
三
巻
六
〇
八
頁
ｂ
ｃ
）

当
初
十
大
論
師
の
所
説
を
別
々
に
翻
訳
し
て
い
た
の
が
、
揉
訳
と
い
う
方
針
に
変
わ
っ
た
の
は
、
基
が
玄
奘
に
働
き
か
け
た
結
果
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
成
唯
識
論
』
は
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
自
分
の
み
が
玄
奘
唯
識
教
学
の
正
系
で
あ
る
と
い

う
基
の
主
張
を
反
映
し
た
発
言
で
あ
り
、
こ
れ
が
史
実
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
か
ら
は
、
自
ら
の
『
成
唯
識
論
』
理
解
の

正
統
性
に
つ
い
て
の
、

強
い
自

負
が

窺
わ
れ
る
。
基
に
お
い
て
は
、
『
述
記
』
で

展
開
す
る
自
ら
の
『
成
唯
識
論
』
解
釈
は
、
す
な
わ

ち
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玄
奘
の
『
成
唯
識
論
』
理
解
だ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
『
述
記
』
は
、
自
身
の
『
成
唯
識
論
』
解
釈
で
は
な
く
、
弟
子
の
な
か
で
基
の
み
が

受
け
継
い
だ
玄
奘
の
『
成
唯
識
論
』
解
釈
を
開
示
し
た
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

【
凡
例
】

テ
キ
ス
ト
は
、
大
正
新
修
大
蔵
経
（
以
下
大
正
蔵
と
略
称
）
論
疏
部
四
第
四
三
巻
を
用
い
た
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、『
述
記
』

に
は
大
正
蔵
の
そ
れ
を
含
め
、
信
頼
性
の
高
い
テ
キ
ス
ト
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
大
正
蔵
の
校
訂
も
、
底
本
は
春
日
版
東
大
寺

蔵
本
、
校
本
は
明
暦
元
年
版
本
、
春
日
版
天
海
蔵
本
、
同
法
隆
寺
蔵
本
、
大
谷
大
学
蔵
古
写
本
、
延
暦
五
年
校
知
恩
院
蔵
古
写
本
、
康
平

四
年
校
知
恩
院
蔵
古
写
本
と
い
っ
た
、
中
国
の
も
の
で
は
な
い
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
し
て
今
日
ま
で
、
中
国
の

善
本
テ
キ
ス
ト
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
の
校
訂
も
、
そ
う
し
た
制
限
下
に
あ
る
こ
と
を
注
記
し
て
お
く
。

次
い
で
本
稿
の
構
成
で
あ
る
。
『
述
記
』
は
、
細
か
く
分
け
た
『
成
唯
識
論
』
本
文
（
多
く
は
省
略
形
）
を
「
論
」
と
記
し
て
冒
頭
に

提
示
し
、
そ
れ
に
「
述
曰
」
と
記
し
て
始
ま
る
基
の
解
説
・
解
釈
を
付
し
た
も
の
が
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
の

ま
と
ま
り
ご
と
の
原
文
を
、
最
初
に
置
く
。
次
に
そ
の
現
代
語
訳
を
置
き
、
必
要
に
応
じ
て
補
注
を
付
す
。
原
文
の
『
成
唯
識
論
』
本
文

引
用
に
つ
い
て
は
、
引
用
文
の
次
の
行
に
二
段
下
げ
で
、『
成
唯
識
論
』（
大
正
蔵
第
三
一
巻
）
原
文
を
ゴ
チ
ッ
ク
字
体
で
併
記
す
る
。
ま

た
『
述
記
』
と
『
成
唯
識
論
』
の
原
文
に
は
校
訂
を
付
し
、
適
宜
句
点
と
読
点
を
補
う
。
校
訂
は
、
大
正
蔵
『
述
記
』
の
校
訂
、『
枢
要
』、

『
義
灯
』、『
演
秘
』、『
述
記
』
引
用
典
籍
、
お
よ
び
中
華
大
蔵
経
等
を
参
照
し
て
行
う
。

次
に
現
代
語
訳
だ
が
、『
成
唯
識
論
』
引
用
部
は
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。『
述
記
』
の
基
自
身
の
文
章
の
現
代
語
訳
は
可
能
で
も
、
基
の

『
成
唯
識
論
』
論
文
の
読
み
方
を
再
現
す
る
の
は
、
困
難
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。『
述
記
』『
枢
要
』
等
に
見
え
る
基
の
解
釈
に
沿
っ
て
、
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『
成
唯
識
論
』
論
文
の
意
味
を
汲
む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
『
述
記
』
や
『
枢
要
』
を
読
み
込
ん
で
も
、
基
の
『
成
唯
識
論
』
の

読
み
方
の
具
体
的
復
原
に
は
直
結
し
な
い
。
ま
し
て
現
代
日
本
語
で
す
る
と
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
訳
注
で
は
、
『
成

唯
識
論
』
の
現
代
語
訳
は
行
わ
な
い
。『
述
記
』
の
地
の
文
の
み
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

ち
な
み
に
本
訳
注
は
、
巻
第
一
本
か
ら
で
は
な
く
、
巻
第
九
本
の
「
三
性
・
三
無
性
論
」
の
科
段
か
ら
始
め
る
。
こ
の
科
段
の
訳
注
を

最
初
に
行
い
、
そ
の
後
に
冒
頭
に
戻
っ
て
、
残
り
の
訳
注
作
業
に
入
る
予
定
で
あ
る
。
こ
う
し
た
順
序
で
行
う
の
は
、
冒
頭
か
ら
始
め
る

と
、
唯
識
仏
教
の
核
心
を
な
す
本
科
段
に
至
る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
間
に
作
業
継
続
が
困
難
と
な
る
場
合
を
考
慮
し

た
結
果
で
あ
る
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
三
九
頁
ｃ
一
七
行
～
二
四
行
】

論
。
若
唯
有
識
、
至
説
有
三
性
。

若
唯
有
識
、
何
故
世
尊
、
處
處
經
中
、
説
有
三
性
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
五
行
～
六
行
）

述
曰
。
雖
有
七
頌
、
釋
外
難
中
、
而
分
爲
二
。

初
二
頌
、
答
唯
有
識
便
違
理
難
。
後
五
頌
、
答
唯
有
識
便
違
經
難
。

後
中
有
二
。
初
三
頌
、
釋
無
境
三
自
性
不
成
難
。
後
二
頌
、
釋
有
識
三
無
性
不
成
難
。

於
此
初
中
、
有
四
。
初
總
問
。
二
略
答
。
三
徴
。
四
釋
。

此
即
初
也
。

今
難
意
云
。
若
離
内
識
、
外
法
無
者
、
但
有
一
性
、
不
應
説
三
。
經
既
説
三
、
故
非
唯
識
。
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［
現
代
語
訳
］

論
。
若
唯
有
識
、
至
説
有
三
性
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
七
頌
（『
唯
識
三
十
論
頌
』
第
一
八
頌
～
第
二
四
頌
）
は
、
論
敵
の
論
難
に
答
え
た
も
の
で
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

初
め
の
二
頌
（
第
一
八
頌
・
第
一
九
頌
（
１
））
は
、
「
識
の
み
が
有
る
」
と
い
う
（
唯
識
仏
教
）
説
は
教
理
に
反
す
る
、
と
い
う
論
難
に
答
え

て
い
る
。
後
の
五
頌
（
第
二
〇
頌
～
第
二
四
頌
）
は
、
こ
の
説
が
経
の
所
説
に
反
す
る
、
と
い
う
論
難
に
答
え
て
い
る
。

ま
た
後
の
五
頌
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
の
三
頌
（
第
二
〇
頌
～
第
二
二
頌
）
は
、
認
識
対
象
は
無
い
と
す
る
な
ら
ば
、「
三
性 （２
）」

は
成
立
し
な
く
な
る
、
と
い
う
論
難
に
答
え
て
い
る
。
ま
た
後
半
の
二
頌
（
第
二
三
頌
・
第
二
四
頌
）
は
、
識
の
み
が
有
る
と
す
る
な
ら

ば
、「
三
無
性
（
３
）」
は
成
立
し
な
く
な
る
、
と
い
う
論
難
に
答
え
て
い
る
。

前
半
の
三
頌
に
つ
い
て
の
『
成
唯
識
論
』
の
解
説
は
、
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
初
め
に
、
問
難
の
概
要
。
第
二
に
、
問
難
に
対
す
る
簡
略

な
答
え
。
第
三
に
、
論
敵
の
反
論
。
第
四
に
、
反
論
に
対
す
る
釈
明
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
初
め
の
問
難
の
概
要
で
あ
る
。

問
難
の
趣
旨
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
唯
識
仏
教
の
よ
う
に
）
心
内
の
識
と
無
関
係
に
心
外
に
有
る
も
の
（
「
法
」
）
は
な
い
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
識
は
一
つ
だ
け
の
は
ず
だ
か
ら
、
性
が
三
つ
有
る
と
説
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
経
が
三
つ
の
性
を
説
い
て
い
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
識
は
一
つ
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

［
補
注
］

（
１
）
第
一
八
頌
「
由
一
切
種
識
。
如
是
如
是
變
。
以
展
轉
力
故
。
彼
彼
分
別
生
」
に
つ
い
て
の
『
成
唯
識
論
』
解
説
は
、
巻
七
の

「
釋
分
別
生
難
」
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
（
三
九
頁
ｃ
二
八
行
以
下
。『
述
記
』
注
釈
は
第
七
末
四
九
四
頁
ｃ
三
行
以
下
）。
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第
一
九
頌
「
由
諸
業
習
氣
。
二
取
習
氣
倶
。
前
異
熟
既
盡
。
復
生
餘
異
熟
」
に
つ
い
て
の
『
成
唯
識
論
』
解
説
は
、
巻
八
の

「
釋
生
死
相
續
難
」
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
（
四
三
頁
ａ
八
行
以
下
。『
述
記
』
注
釈
は
第
八
本
五
一
四
頁
ｃ
一
二
行
以
下
）。

（
２
）「
三
自
性
」
と
も
い
う
。「
遍
計
所
執
性
」、「
依
他
起
性
」、「
円
成
実
性
」
と
い
う
三
つ
の
性
の
こ
と
。
存
在
の
在
り
方
を
三
つ

に
分
類
し
た
唯
識
仏
教
独
自
の
説
で
あ
り
、
中
心
教
説
の
一
つ
。
『
成
唯
識
論
』
で
は
、
巻
三
で
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
を

教
証
と
し
て
第
八
識
（
阿
頼
耶
識
）
の
存
在
を
証
明
す
る
箇
所
に
初
め
て
見
え
る
（
一
四
頁
ｂ
一
八
行
～
一
九
行
）。『
述
記
』

注
釈
は
、
第
四
本
三
四
九
頁
ｃ
一
九
行
～
三
五
〇
頁
ａ
八
行
。

（
３
）
「
三
無
自
性
」
と
も
い
う
。
「
三
性
」
を
何
が
無
い
か
と
い
う
方
向
か
ら
捉
え
た
教
説
。
「
遍
計
所
執
性
」
は
存
在
の
実
体
が
無

い
こ
と
か
ら
「
相
無
性
」、「
依
他
起
性
」
は
存
在
が
自
力
で
生
ず
る
こ
と
が
無
い
こ
と
か
ら
「
生
無
性
」、「
円
成
実
性
」
は
最

高
の
真
実
と
し
て
自
性
が
無
い
こ
と
か
ら
「
勝
義
無
性
」
と
定
義
さ
れ
る
。『
述
記
』
で
は
、
こ
こ
が
初
出
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
三
九
頁
ｃ
二
五
行
～
二
七
行
】

論
。
應
知
。
三
性
亦
不
離
識
。

應
知
。
三
性
亦
不
離
識
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八

四
五
頁
ｃ
六
行
～
七
行
）

述
曰
。
此
略
答
也
。

非
説
性
有
三
、
便
非
唯
有
識
。
即
不
離
識
、
而
説
三
故
。

［
現
代
語
訳
］
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論
。
應
知
。
三
性
亦
不
離
識
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
こ
の
論
文
は
、
問
難
へ
の
簡
略
な
回
答
で
あ
る
。

（
唯
識
仏
教
は
）
性
が
三
つ
有
る
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
識
は
一
つ
で
は
あ
り
得
な
い
、
と
は
説
か
な
い
。
一
つ
の
識
を
離
れ
る
こ
と
な
く

三
つ
の
性
が
有
る
、
と
説
く
の
だ
か
ら
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
三
九
頁
ｃ
二
八
行
】

論
。
所
以
者
何
。

所
以
者
何
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八

四
五
頁
ｃ
七
行
）

述
曰
。
外
人
詰
也
。
三
不
離
識
之
所
以
者
、
何
等
是
耶
。

〔
現
代
語
訳
〕

論
。
所
以
者
何
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
こ
の
論
文
は
、
論
敵
が
反
論
し
た
詰
問
で
あ
る
。
「
三
性
」
が
識
を
離
れ
な
い
と
す
る
根
拠
は
何
か
（
と
詰
問
し
て

い
る
）。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ａ
一
行
～
一
四
行
】

論
。
頌
云
。
至
非
不
見
此
彼
。
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頌
云
。
由
彼
彼
遍
計
。
遍
計
種
種
物
。
此
遍
計
所
執
。
自
性
無
所
有
。（
第
二
〇
頌
）

依
他
起
自
性
。
分
別
縁
所
生
。
圓
成
實
於
彼
。
常
遠
離
前
性
。（
第
二
一
頌
）

故
此
與
依
他
。
非
異
非
不
異
。
如
無
常
等
性
。
非
不
見
此
彼
。（
第
二
二
頌
）

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
七
行
～
一
三
行
）

述
曰
。
下
廣
答
也
。

頌
中
有
三
。
初
二
頌
、
辨
三
性
。
後
一
頌
初
三
句
、
明
性
一
異
。
第
四
句
、
明
内
證
時
、
圓
成
依
他
、
先
後
證
見
。

初
二
頌
中
初
一
頌
、
解
初
性
。
次
半
頌
、
解
依
他
。
次
半
頌
、
解
圓
成
。
餘
文
可
解
。

下
釋
之
中
、
文
分
爲
二
。
初
釋
頌
文
。
後
諸
門
解
釋
。

解
本
頌 （１
）中
、
文
復
分
二
。
初
別
解
頌
文
。
後
此
中
意
説
以
下
、
總
釋
頌
意
、
結
答
所
問
。

別
釋
頌
中
、
文
又
分
三
。
初
辨
三
性
。
次
辨
不
異
一
義
。
後
辨
證
見
先
後
。

別
解
三
性
、
文
分
爲
三
、
或
分
爲
二
。
初
釋
第
一
頌
、
遍
計
所
執
性
、
及
解
次
半
頌
、
依
他
起
性
。
相
對
明
故
、
合
爲
一
也
。
後
解
餘
半

頌
、
圓
成
實
性
。

初
中
分
二
。
初
但
解
遍
計
所
執
。
後
合
與
依
他
對
明
。

［
本
文
校
訂
］

（
１
）
大
正
蔵
甲
本
（
明
暦
元
年
版
本
）
で
は
、「
頌
」
は
「
解
」
と
な
っ
て
い
る
。

［
現
代
語
訳
］

論
。
頌
云
。
至
非
不
見
此
彼
。
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（
基
が
）
述
べ
る
。
以
下
の
論
文
は
、（
反
論
に
対
す
る
）
詳
し
い
釈
明
で
あ
る
（
１
）。

論
文
引
用
の
頌
は
、
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
初
め
の
第
二
〇
頌
と
第
二
一
頌
は
、
「
三
性
」
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。
後
の
第
二
二
頌

の
う
ち
初
め
の
三
句
は
、
「
三
性
」
の
同
異
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
最
後
の
第
四
句
は
、
内
心
で
悟
る
と
き
に
、
円
成
実
性
と
依
他
起

性
を
見
極
め
る
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

初
め
の
第
二
〇
頌
と
第
二
一
頌
の
う
ち
、
第
二
〇
頌
は
遍
計
所
執
性
を
解
説
し
て
い
る
。
第
二
一
頌
の
前
半
二
句
は
依
他
起
性
、
後
半
二

句
は
円
成
実
性
を
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
は
、
読
め
ば
解
る
で
あ
ろ
う
。

続
く
論
文
の
頌
文
解
説
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
初
め
は
、
頌
文
自
体
を
解
説
し
て
い
る
。
後
は
、
問
題
枠
組
を
設
定
し
て
枠
組
ご
と

に
解
説
し
て
い
る
。

頌
文
自
体
の
解
説
も
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
初
め
は
、
頌
文
（
の
語
句
）
を
個
々
に
解
説
し
て
い
る
。
後
の
「
此
中
意
説 （２
）」
以
下
は
、

頌
の
意
味
を
総
括
説
明
し
た
う
え
で
、
設
問
に
対
す
る
答
え
を
結
ん
で
い
る
。

頌
文
（
の
語
句
）
の
個
々
の
解
説
は
、
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
初
め
に
、「
三
性
」
一
つ
一
つ
を
解
説
し
て
い
る
。
次
に
、「
三
性
」
が
全

く
異
な
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
同
一
の
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
。
最
後
に
、
円
成
実
性
と
依
他
起
性
を
見
極
め
る
前
後

関
係
を
解
説
し
て
い
る
。

「
三
性
」
一
つ
一
つ
の
解
説
は
、
三
つ
な
い
し
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
初
め
に
第
二
〇
頌
の
遍
計
所
執
性
を
解
説
し
、
さ
ら
に
第
二
一
頌

前
半
の
依
他
起
性
を
解
説
し
て
い
る
。
遍
計
所
執
性
と
依
他
起
性
を
対
照
さ
せ
て
解
説
し
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
一
つ
に
な
る
。
後
は
、

第
二
一
頌
後
半
の
円
成
実
性
を
解
説
し
て
い
る
。

前
半
の
解
説
を
二
つ
に
分
け
る
場
合
は
、
前
段
は
遍
計
所
執
性
の
み
の
解
説
、
後
段
は
遍
計
所
執
性
を
依
他
起
性
と
対
照
さ
せ
て
の
解
説

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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［
補
注
］

（
１
）『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
七
頁
ｃ
一
六
行
ま
で
。『
述
記
』
巻
第
九
本
五
五
四
頁
ｂ
八
行
ま
で
。

（
２
）『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
六
頁
ｃ
七
行
。『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
七
頁
ｃ
一
二
行
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ａ
一
五
行
～
二
四
行
】

論
。
周
遍
計
度
、
故
名
遍
計
。

論
曰
。
周
遍
計
度
、
故
名
遍
計
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八

四
五
頁
ｃ
一
四
行
）

述
曰
。
解
所
執
中
二
説
。
此

�是
前
難
陀
等
解
。

釋
初
句
頌
、
遍
計
二
字
。
周
義
釋
遍
。
度
義
釋
計
。

唯
第
六
識
、
能
周
遍
計
度
。

第
七
識
等
、
是
此
類
故
、
亦
名
遍
計
。
但
可
名
計
、
而
非
遍
故
。
今
依
正
義
。

由
此
應
作
、
四
句
分
別
。

有
遍
而
非
計
。
謂
無
漏
諸
識
。
有
漏
善
識
等
、
能
遍
廣
縁
、
而
不
計
執
者
。

有
計
而
非
遍
。
謂
第
七
有
漏
識
。

有
亦
遍
亦
計
。
謂
有
漏
染
汚
我
法
執
、
第
六
識
等
。

有
非
遍
非
計
。
謂
有
漏
五
識
、
及
第
八
識
等
。
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［
現
代
語
訳
］

論
。
周
遍
計
度
、
故
名
遍
計
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
遍
計
所
執
性
の
解
釈
に
は
二
説
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
論
文
（
１
）は
、
前
に
見
た
難
陀
等
の
解
釈
で
あ
る （２
）。

ま
ず
第
二
〇
頌
第
一
句
の
「
遍
計
」
の
二
字
を
解
釈
す
る
。「
周
」
と
い
う
意
味
に
「
遍
」
を
解
釈
し
、「
度
」
と
い
う
意
味
に
「
計
」
を

解
釈
し
て
い
る
。

（
八
識
の
う
ち
で
）
第
六
識
の
み
が
、（
す
べ
て
に
つ
い
て
）
周
遍

あ
ま
ね

く
誤
っ
た
計
度

は
か
ら
いを
す
る
。

第
七
識
等
も
こ
の
類
い
な
の
で
、
同
じ
く
「
遍
計
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
そ
れ
は
「
計
」
と
は
言
え
て
も
「
遍
」
で
は

な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
除
外
す
る
解
釈
も
あ
る
（
３
）。
『
成
唯
識
論
』
は
、
護
法
の
正
義
に
依
っ
て
（
第
六
識
と
第
七
識
を
「
遍
計
」
と
）

解
釈
し
て
い
る
。

以
上
の
論
文
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て （４
）、
次
の
よ
う
な
四
句
分
別
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

或
る
も
の
は
、
「
遍
」
で
あ
る
が
「
計
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
無
漏
の
諸
識
と
、
有
漏
の
善
識
等
で
、
あ
ま
ね
く
広
く
縁
じ
て
対
象
に

執
着
し
て
誤
っ
た
計
ら
い
を
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

或
る
も
の
は
、「
計
」
で
あ
る
が
「
遍
」
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
有
漏
の
第
七
識
で
あ
る
。

或
る
も
の
は
、「
遍
」
で
あ
り
か
つ
「
計
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
有
漏
で
煩
悩
に
覆
わ
れ
た
我
執
と
法
執
を
伴
う
第
六
識
等
で
あ
る
。

或
る
も
の
は
、「
遍
」
で
も
な
く
「
計
」
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
有
漏
の
前
五
識
と
第
八
識
等
で
あ
る
。

［
補
注
］

（
１
）『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
一
九
行
「
推
徴
不
可
得
故
」
ま
で
。『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｂ
二
八
行
ま
で
。

（
２
）
直
接
に
は
、
巻
第
七
末
四
八
七
頁
ｂ
二
六
行
～
ｃ
七
行
に
引
く
難
陀
説
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
根
底
に
踏
ま
え
て
い
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る
の
は
、『
成
唯
識
論
』
巻
第
三
一
〇
頁
ａ
二
〇
行
～
ｃ
一
〇
行
、『
述
記
』
巻
第
三
本
三
一
七
頁
ｂ
一
六
行
～
三
二
〇
頁

ｃ
九
行
に
認
識
構
造
を
説
明
す
る
説
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
二
分
説
」
（
難
陀
等
の
説
。
「
見
分
」
「
相
分
」
の
二
要
素
で

説
明
）、「
三
分
説
」（
陳
那
等
の
説
。「
見
分
」「
相
分
」「
自
証
分
」
の
三
要
素
で
説
明
）、「
四
分
説
」（
護
法
等
の
説
。「
見
分
」

「
相
分
」「
自
証
分
」「
証
自
証
分
」
の
四
要
素
で
説
明
）
の
う
ち
の
、「
二
分
説
」（『
成
唯
識
論
』
一
〇
頁
ａ
二
〇
行
～
ｂ
一
行
。

『
述
記
』
三
一
七
頁
ｂ
一
六
行
～
三
一
八
頁
ｂ
一
〇
行
）
で
あ
る
。

（
３
）
安
慧
説
な
ど
。『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
一
頁
ａ
二
六
行
～
ｂ
五
行
。

（
４
）
深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究
』
下
巻
五
二
二
頁
は
、
こ
の
文
章
の
「
此
」
を
、
直
前
の
「
正
義
」
の
み
を
指
す
も
の
と
解
し
て
い

る
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ａ
二
五
行
～
ｂ
一
行
】

問
。
此
遍
計
、
何
名
彼
彼
。

論
。
品
類
衆
多
、
至
虚
妄
分
別
。

品
類
衆
多
、
説
爲
彼
彼
。
謂
能
遍
計
、
虚
妄
分
別
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
一
四
行
～
一
五
行
）

述
曰
。
以
此
計
心
、
品
類
衆
多
、
或
二
三
等
。
至
下
當
知
。

説
爲
彼
彼
。
此
體
是
何
。

謂
能
遍
計
、
虚
妄
分
別
。

�是
一
切
、
能
起
遍
計
、
依
他
性
心
。

将
釋
第
二
句
。
却
解
上
句
、

�釋
由
字
。
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［
現
代
語
訳
］

問
。
こ
の
「
遍
計
」
に
つ
い
て
、（
第
二
〇
頌
は
）
な
ぜ
「
彼
彼
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
。

論
。
品
類
衆
多
、
至
虚
妄
分
別
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
こ
の
「
（
遍
）
計
心
」
は
種
類
が
多
く
、
二
・
三
種
類
く
ら
い
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
の
解

説
で
了
解
さ
れ
よ
う
（
１
）。

（
問
）「
彼
彼
」
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
、
そ
の
本
体
は
何
か
。

（
答
）
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う
間
違
っ
た
分
別
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
遍
く
誤
っ
た
計
ら
い
を
起
こ
す
依
他
起
性
の
心
で

あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
（
第
二
〇
頌
）
第
二
句
を
解
説
す
る
に
当
た
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
第
一
句
を
解
説
し
、
併
せ
て
同
句
の
「
由
」
の
字
に
つ

い
て
も
解
説
し
て
い
る
。

［
補
注
］

（
１
）『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
二
一
行
～
四
六
頁
ａ
一
〇
行
。『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｃ
一
五
行
～
五
四
三
頁
ｂ

五
行
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｂ
二
行
～
四
行
】

論
。

�由
彼
彼
、
至
所
遍
計
物
。

―117―



�由
彼
彼
虚
妄
分
別
、
遍
計
種
種
所
遍
計
物
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
一
五
行
～
一
六
行
）

述
曰
。
妄
分
別
故
、
遍
計
種
種
所
遍
計
物
。

物
者
體
也
。

�能
計
心
、
起
所
執
也
。

［
現
代
語
訳
］

論
。

�由
彼
彼
、
至
所
遍
計
物
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
間
違
っ
た
分
別
の
た
め
に
、
種
々
の
所
遍
計
物
（
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う
対
象
）
す
べ
て
に
、
遍
く
誤
っ
た
計
ら
い
を

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

（
第
二
〇
頌
の
）「
物
」
と
は
、
本
体
で
あ
る
。
誤
っ
た
計
ら
い
を
す
る
心
が
、
執
着
す
る
対
象
と
し
て
起
こ
す
の
で
あ
る
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｂ
五
行
～
一
八
行
】

此
體
是
何
。

論
。
謂
所
妄
執
、
至
自
性
差
別
。

謂
所
妄
執
、
蘊
處
界
等
、
若
法
若
我
、
自
性
差
別
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
一
六
行
～
一
七
行
）

述
曰
。
此
性

�是
、
所
虚
妄
執
、
蘊
處
界
等
、
一
切
義
理
。
若
法
若
我
、
此
二
種
中
、
自
之
體
性
、
及
差
別
義
。

此

�心
外
、
非
有
法
也
。

�是
由
有
能
計
心
體
、
計
有
物
也
。

上
句
遍
計
之
言
、
出
能
計
心
等
體
。
以
遍
計
行
相
、
顯
其
法
體
。
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第
二
句
中
、
遍
計
之
言
、

�能
遍
計
心
之
行
相
。

前
以
行
相
、
出
彼
法
體
。
後
以
行
相
、
明
起
計
失
。

問
。
此
所
計
法
、
自
性
非
有
。
何
故
名
物
、
及
名
種
種
也
。

答
。
隨
能
計
心
、
故
説
爲
物
。
心
多
品
故
、
説
爲
種
種
。
體
非
種
種
也
。

又
所
計
無
法
、
亦
可
名
物
。
有
無
二
法
、
皆
名
物
故
。

言
種
種
者
、
隨
能
遍
計
妄
分
別
心
、
計
此
無
物
、
當
情
亦
有
種
種
相
故
。

［
現
代
語
訳
］

（
問
）
こ
の
「
物
」
の
本
体
と
は
何
か
。

論
。
謂
所
妄
執
、
至
自
性
差
別
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
そ
の
本
性
（
本
体
）
は
、
心
が
誤
っ
て
執
着
し
て
い
る
対
象
で
あ
り
、
蘊
・
處
・
界
な
ど
す
べ
て
の
「
義
」
と
「
理
」

で
あ
る
。（「
義
」
と
し
て
は
）「
法
」
で
あ
れ
「
我
」
で
あ
れ
、
そ
の
本
体
の
固
有
性
と
特
殊
性
の
す
べ
て
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
、（「
理
」
と
し
て
は
）
心
外
に
あ
る
も
の
で
、
実
体
を
持
た
な
い
（「
非
有
」）
も
の
で
あ
る
。
誤
っ
て
計
ら
う
心
と
い
う
本
体

が
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
誤
っ
て
実
体
を
持
つ
（「
有
」）
も
の
と
計
ら
う
の
で
あ
る
。

（
第
二
〇
頌
）
第
一
句
の
「
遍
計
」
の
語
は
、
誤
っ
て
計
ら
う
と
い
う
心
の
本
体
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う

と
い
う
働
き
方
を
も
っ
て
、
そ
の
心
と
い
う
も
の
の
本
体
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二
句
の
「
遍
計
」
は
、
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う
と
い
う
心
の
働
き
方
を
指
す
。

前
者
は
心
の
働
き
方
を
も
っ
て
、
そ
の
心
の
本
体
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
後
者
は
心
の
働
き
方
を
も
っ
て
、
そ
の
誤
っ
た
計
ら
い
を
起

―119―



こ
す
と
い
う
欠
陥
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

問
。
（
こ
れ
ま
で
の
説
明
に
よ
れ
ば
）
誤
っ
て
計
ら
う
対
象
は
自
性
が
有
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
（
第
二
〇
頌
は
、
有
で
あ
る
か

の
よ
う
に
）「
物
」
と
し
た
り
「
種
種
」
と
し
た
り
し
て
い
る
の
か
。

答
。
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う
心
に
従
え
て
説
明
し
て
い
る
の
で
、
「
物
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
計
ら
う
心
の
側
に
在
り
方
が
い

く
つ
も
あ
る
か
ら
、「
種
種
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
計
ら
う
対
象
が
、
実
体
と
し
て
「
種
種
」
有
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
計
ら
う
対
象
が
無
で
あ
っ
て
も
、「
物
」
と
名
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
計
ら
う
対
象
で
あ
れ
ば
）
有
で
も
無
で
も
、
み
な
「
物
」

と
名
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
種
種
」
と
言
う
の
は
、
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う
間
違
っ
た
分
別
心
に
従
え
て
、
無
で
あ
る
も
の
を
誤
っ
て
有
と
計
ら
う
と
き
、
そ
の
時
々

の
心
に
「
種
種
」
の
様
相
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｂ
一
九
行
～
二
二
行
】

論
。
此
所
妄
執
、
至
所
執
自
性
。

此
所
妄
執
、
自
性
差
別
、
總
名
遍
計
所
執
自
性
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
一
七
行
～
一
八
行
）

述
曰
。
解
第
三
句
。

此
第
二
句
、
所
妄
執
、
心
外
法
我
、
自
性
差
別
、
體
性
非
有
。
如
龜
毛
等
、
體
定
無
故
。

總
名
遍
計
所
執
自
性
。
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［
現
代
語
訳
］

論
。
此
所
妄
執
、
至
所
執
自
性
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
こ
の
論
文
は
（
第
二
〇
頌
）
第
三
句
の
解
説
で
あ
る
。

第
二
句
の
指
す
、
誤
っ
て
執
着
さ
れ
て
い
る
心
外
の
様
々
な
「
法
」
と
「
我
」
の
固
有
性
も
特
殊
性
も
、
本
体
の
自
性
は
有
で
は
な
い
。

例
え
ば
亀
の
毛
な
ど
と
同
じ
く
、
そ
の
本
体
は
絶
対
的
に
無
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
を
総
括
し
て
、
遍
計
所
執
の
自
性
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｂ
二
三
行
～
二
八
行
】

論
。
如
是
自
性
、
至
不
可
得
故
。

如
是
自
性
、
都
無
所
有
。
理
教
推
徴
、
不
可
得
故
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
一
八
行
～
一
九
行
）

述
曰
。
次
第
四
句
。

如
是
第
三
句
、
遍
計
所
執
、
自
性
都
無
所
有
。
非
少
可
有
、
故
名
都
無
。
依
他
性
法
、
少
可
有
故
。

何
以
知
無
。

理
教
二
法
、
子
細
推
徴
、
不
可
得
故
。
如
前
第
七
巻
等
、
所
引
理
教
。

此

�一
翻
。
但
解
初
性
。

［
現
代
語
訳
］
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論
。
如
是
自
性
、
至
不
可
得
故
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
次
に
（
第
二
〇
頌
）
第
四
句
の
解
説
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
第
三
句
の
「
遍
計
所
執
」
の
自
性
は
、
有
で
あ
る
所
は
ま
っ
た
く
な
い
。
少
し
も
有
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
、「
都 す
べて
無
」

と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
依
他
起
性
と
い
う
も
の
が
部
分
的
に
有
で
あ
る
こ
と
と
対
比
し
て
（「
都
無
」
と
）
い
う
の
で
あ
る
。

（
問
）
何
に
よ
っ
て
、
無
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
か
。

（
答
）
教
理
と
教
説
と
い
う
二
つ
の
方
法
を
も
っ
て
詳
細
に
究
明
し
て
い
く
と
、
（
有
と
い
う
こ
と
は
）
あ
り
得
な
い
と
い
う
結
論
と
な

る
か
ら
で
あ
る
。
前
の
第
七
巻
等
で
引
い
た
、
教
理
と
教
説
に
見
る
通
り
で
あ
る
（
１
）。

以
上
が
第
一
師
（
難
陀
等
）
の
説
で
あ
り
、
遍
計
所
執
性
の
み
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る （２
）。

［
補
注
］

（
１
）『
成
唯
識
論
』
第
七
巻
三
九
頁
ａ
四
行
～
ｃ
二
八
行
。『
述
記
』
巻
第
七
末
四
八
八
頁
ａ
一
八
行
～
四
九
四
頁
ｃ
二
行
。

（
２
）『
述
記
』
五
四
〇
頁
ａ
一
三
行
～
一
四
行
の
科
段
「
初
但
解
遍
計
所
執
」
に
当
た
る
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｂ
二
八
行
～
ｃ
一
行
】

下
第
二
師
釋
。

初
略
但
釋
初
頌
。
後
廣
對
依
他
、
兼
釋
次
半
頌
。

論
。
或
初
句
、
顯
能
遍
計
識
。

或
初
句
、
顯
能
遍
計
識
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八

四
五
頁
ｃ
一
九
行
）
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述
曰
。
義
與
前
同
。

［
現
代
語
訳
］

以
下
の
論
文
は
、
第
二
師
の
説
で
あ
る
（
１
）。

初
め
は
、
簡
略
に
た
だ
第
二
〇
頌
を
解
説
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
次
に
詳
し
く
依
他
起
性
も
踏
ま
え
て
、
併
せ
て
第
二
一
頌
の
上
二
句

も
解
説
し
て
い
る
。

論
。
或
初
句
顯
、
能
遍
計
識
。

（
基
が
）
述
べ
る
。（
第
一
句
の
）
解
釈
は
、
前
の
第
一
師
と
同
じ
で
あ
る
。

［
補
注
］

（
１
）『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
二
一
行
「
已
廣
顯
彼
不
可
得
故
」
ま
で
。『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｃ
一
一
行
ま
で
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｃ
二
行
～
六
行
】

論
。
第
二
句
、
示
所
遍
計
境
。

第
二
句
、
示
所
遍
計
境
。

（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八

四
五
頁
ｃ
一
九
行
～
二
〇
行
）

述
曰
。
所
依
執
處
。
與
前
師
異
。
此
以
理
言
、
通
彼
依
他
圓
成
二
性
。
下
自
當
知
。

然
攝
大
乗
等
、
但
説
依
他
。
安
足
處
故
。
稍
相
近
故
。
凡
夫
境
故
。
易
可
知
故
。

理
通
成
實
。
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［
現
代
語
訳
］

論
。
第
二
句
、
示
所
遍
計
境
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
（
第
二
句
の
「
所
遍
計
境
」
は
）
依
拠
と
し
て
執
着
す
る
場
所
を
指
す
。
前
師
と
は
異
な
る
。
こ
れ
は
教
理
か
ら
す

れ
ば
、
依
他
起
性
と
円
成
実
性
の
二
性
に
通
ず
る
と
す
る
。
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
後
の
解
説
で
自
ず
と
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
１
）。

一
方
『
摂
大
乗
論
』
等
は
、
依
他
起
性
の
み
に
通
ず
る
と
説
く （２
）。
そ
れ
は
、
依
他
起
性
は
（
「
遍
計
種
種
物
」
が
）
成
立
す
る
場
所
だ
か

ら
で
あ
り
、
（
円
成
実
性
よ
り
も
「
遍
計
種
種
物
」
）
や
や
と
近
接
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
（
円
成
実
性
と
は
違
い
）
凡
夫
の
認
識
対
象

だ
か
ら
で
あ
り
、（
円
成
実
性
よ
り
も
）
認
知
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

教
理
か
ら
す
れ
ば
、
円
成
実
性
に
通
ず
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

［
補
注
］

（
１
）『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
六
頁
ａ
一
一
行
～
一
五
行
。『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
三
頁
ｂ
七
行
～
ｃ
五
行
。

（
２
）
『
述
記
』
で
『
摂
大
乗
論
』
の
引
用
と
し
て
あ
る
箇
所
の
多
く
は
、
玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
本
』
で
は
な
く
、
世
親
『
摂
大
乗
論

釋
』（
以
下
『
世
親
釈
』
と
略
称
）
や
無
性
『
摂
大
乗
論
釋
』（
以
下
『
無
性
釈
』
と
略
称
）
の
引
用
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
箇
所

に
関
し
て
は
、『
摂
大
乗
論
本
』（
大
正
蔵
第
三
一
巻
以
下
こ
れ
に
よ
る
）
巻
中
一
三
九
頁
ｂ
一
〇
行
～
二
三
行
に
該
当
記
述

が
あ
る
。

【『
述
記
』
巻
第
九
本
五
四
〇
頁
ｃ
七
行
～
一
二
行
】
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論
。
後
半
方
申
。
至
不
可
得
故
。

後
半
方
申
。
遍
計
所
執
、
若
我
若
法
、
自
性
非
有
。
已
廣
顯
彼
不
可
得
故
。（『
成
唯
識
論
』
巻
第
八
四
五
頁
ｃ
二
〇
行
～
二
一
行
）

述
曰
。
後
半
頌
、

�下
二
句
。
方
申
、
遍
計
所
執
性
義
非
有
。
前
第
七
巻
中
、
已
廣
顯
非
有
故
。

然
如
攝
論
第
四
五
巻
（
１
）説
。
能
遍
計
、

�此
初
句
。
所
遍
計
、

�此
第
二
句
。
遍
計
所
執
自
性
乃
成
、

�此
中
下
半
頌
。

上
但
重
解
、
初
頌
所
執
。

［
本
文
校
訂
］

（
１
）
玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
本
』
は
全
三
巻
で
あ
り
、
第
四
巻
・
第
五
巻
は
存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
は
、
『
世
親
釈
』
か
『
無
性

釈
』
も
し
く
は
そ
の
両
方
の
意
味
と
取
る
し
か
な
い
。
た
だ
ど
ち
ら
も
、
第
五
巻
に
該
当
記
述
は
見
え
な
い
。
よ
っ
て
「
五
」

は
衍
字
の
可
能
性
が
高
い
。
一
方
『
世
親
釈
』
（
大
正
蔵
第
三
一
巻

以
下
こ
れ
に
よ
る
）
巻
第
四

三
四
一
頁
ｂ
五
行
～
一

九
行
、『
無
性
釈
』（
大
正
蔵
第
三
一
巻
以
下
こ
れ
に
よ
る
）
巻
第
四
四
〇
三
頁
ｃ
二
行
～
四
〇
四
頁
ａ
一
四
行
に
は
、
該

当
記
述
と
見
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
文
言
は
、
こ
れ
ら
を
指
す
も
の
と
解
す
る
。

［
現
代
語
訳
］

論
。
後
半
方
申
。
至
不
可
得
故
。

（
基
が
）
述
べ
る
。
「
後
半
頌
」
と
は
、
第
二
〇
頌
の
下
二
句
で
あ
る
。
「
方
申
」
と
は
、
（
ま
さ
に
）
遍
計
所
執
性
の
内
実
（
「
義
」
）
は

有
で
は
な
い
と
申
し
述
べ
て
い
る
。
前
の
第
七
巻
で
、
既
に
詳
し
く
有
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
終
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
１
）。

一
方
『
摂
大
乗
論
』
第
四
巻
・
第
五

（
衍
カ
）巻
の
説
に
よ
れ
ば
、
能
遍
計
（
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う
心
）
の
説
明
が
こ
の
第
一
句
で
あ
り
、
所
遍
計
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（
遍
く
誤
っ
て
計
ら
う
心
の
対
象
）
の
説
明
が
こ
の
第
二
句
で
あ
る
。
能
遍
計
と
所
遍
計
の
上
に
遍
計
所
執
の
自
性
が
成
立
し
て
い
る
こ

と
の
説
明
が
、
後
半
の
第
三
句
と
第
四
句
で
あ
る
。

以
上
は
、
た
だ
第
一
師
の
解
釈
に
重
ね
て
の
、
第
二
〇
頌
の
遍
計
所
執
性
に
つ
い
て
の
第
二
師
の
解
釈
で
あ
る
。

［
補
注
］

（
１
）『
成
唯
識
論
』
第
七
巻
三
八
頁
ｃ
一
三
行
～
三
九
頁
ｃ
二
八
行
。『
述
記
』
巻
第
七
末
四
八
六
頁
ｃ
一
一
行
～
四
九
四
頁
ｃ

二
行
。
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